
 

 

 

 

平成２８年度の委員会運営方法について 

１ 付議事件 

  運動による介護予防等あらゆる世代の健康づくり及び大規模スポーツイベント開催や

スポーツ関連施設の整備等スポーツの振興に関すること。 

  

２ 過去２年度の調査・研究テーマ 

★平成 27年度 

（１） 調査・研究テーマ 

    生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域での運動習慣を育む取り組みについて 

（２） 調査・研究内容の概略 

   【テーマ選定理由】 

   ・横浜市が目指す「健康寿命日本一」「全市民が健康づくりに取り組むまちづくり」の実現

のためには、幼少期から高齢期まであらゆる世代が身近な地域でスポーツに親しみ、気軽

に健康づくりに取り組める環境をそれぞれの地域で醸成していくことが肝要である。東京

2020 オリンピック・パラリンピックの開催を前に、市民のスポーツに対する関心が高まる

中、横浜市をホームタウンとする４つのプロスポーツチームや平成２７年にフルマラソン

化された横浜マラソンをはじめとする市内で開催される多数の大規模スポーツイベント

の存在もあり、それぞれの地域でこれらの資源を活用した多様な施策展開がしやすい環境

にある。そこで、今年度は生涯スポーツ社会の実現に向けた重要な要素である「地域」に

スポットを当て、地域の運動習慣を育んでいくにはどうすればいいか、ということについ

て調査・研究を行う。 

 

★平成 26年度 

（１） 調査・研究テーマ 

    生涯スポーツを通じた健康づくりの取り組みについて 

（２） 調査・研究内容の概略 

   【テーマ選定理由】 

   ・横浜市は、４つのプロスポーツチームの拠点であり、トライアスロン世界選手権シリーズ 

横浜大会や横浜国際女子マラソン大会など、数多くの国際大会が開催されるとともに、

2020 年には東京オリンピック・パラリンピックの開催が決まるなど、市民のスポーツに関

する関心は今まで以上に高まっている。また、超高齢化社会を迎える中、スポーツや運動

を通じてあらゆる世代の健康づくりを進めていくことは本市において大変重要な施策の

一つとなっており、こうした状況を踏まえて本特別委員会が本年度設置されている。 

     あらゆる世代の健康づくりを進めていくためには、行政の取り組みや地域スポーツにお

ける健康づくりの現況等を把握することが必須であり、本委員会の初年度として、行政及

び議会としての役割を再認識するべく、各ライフステージを通じた生涯スポーツによる健

康づくりの取り組みについて、事例の検証、現地視察や専門家からの意見聴取などを行い、

調査・研究を行う。 

 

３ 市会運営委員会（平成 24年５月８日開催）での特別委員会運営方法に関する決定事項 

・付議事件の調査・研究を目的として、委員間の意見交換、事例視察や参考人意見聴

取などを行う。 

・委員会報告書は、付議事件に対する結論や一定の方向性を得たとき又は議員任期が

満了するときに議長に提出するものとする。 

健康づくり・スポーツ推進特別委員会資料 

平成２８年６月７日（火） 


